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クレーンの保安と保守について

Safety Devices and Maintenance of Cranes

伊 賢 一*

Kerlichilto

荷役最の増大により,クレ

な高能率のクレーンが要求

て強調されてきた｡本稿は

内 容 梗 概

-ソの運転はますます高速,高頻度となってきている｡いきおい安全
れ,安全設備の確実さと耐久性はもとより,点検保守の重要性が改め

の観点､より執筆したもので,高速化にともない幾多工夫改善されてき

た渦巻防止装置,横車安全装置,水平引込制限装置や遇虜荷防止装匠,対暴吼設備などの代表的な

ものについてその最近の傾向を紹介し,あわせて点検保守の要点をあげ保守計画の参考とした.ニ.

1.緒

安全な 転,故障の少ないクレーン,これらはその機

能の優秀さとともに,クレーンに課せられた大きな使命

であろう｡荷役量の増大は荷役作業の高速化をつよく要

求し,また 高頻度の運転は機械各部の 命を著しく短く

するので,安全性の向上と修繕回帰の延長をほかりある

いは材料に,あるいほ熱処理,工作に次々と新しい方法

を採用するなど,絶えざる努力を続けている｡一万使用

するをこあたっては, いはもとより保守点検

に対しても,十分な注意と適切さが必要となる｡両者あ

いまって初めて十分な機能を発揮し永続させることがで

きる｡

以上の観点から,クレーンの保安設備の最近の傾向と

点検保守の要点を述べ関係者の参考としたい｡

2.保 安 設 備

ごく限られた距離でのクレーン令動作の高 化ほ,ま

すますその保安設備の重要性を高めてきている｡

保安設備の不鳳 不確実ほ不測の事故を起すもととな

り, Jエむとた 上~制限装置の不備ほ,荷をガーダや巻上

装置に衝突させロープの切断,荷 の落下,ひいては人

命にかかわるような結果となる｡横行制帽凝滞の不確実

はトロリの逸走を免がれず,また旋回クレーンでは転倒

の危険を起し露大事故の結果ともなる｡.

本項では,クレーンの安全装置として欠くことのでき

ない各種の制限スイッチについて簡単に触れ,保安設備

とLてはすでに普遍的なものはこれを割愛し,高速化,

高能率化に伴って,改善工夫されてきたおもなものにつ

いて述べることにした｡

2.1制限スイ ッチ

クレーンの安全装置および連動装置用として普通一般

に用いられる制限スイッチには,その用
,目的に従っ

て種々の構造のものがあるが,これを構造から大別する

と,スイッチを動かす機構によって,カム形,ネジ形,
*
日立製作所亀有工場

レバー形に分類される｡この構

明すれば次のとおりである｡

り〕ネジ形凋閲スイッチ

および作動を簡単に

運動体より送りネジが回転するとそれと軟合するナ

ットが移動し,開閉詣のレバーを動かし接点の開閉を

行う構造である.｡ナッ1､の動きがゆるやかであるので

早切機構が採用されている｡

｢2) レバー形制限スイッチ

閑l刀器の動作軸にⅤ形レバーまたはコロ付レバーを

第1図 ネジ形制限スイッチ

第2図 レバー形神=唄スイッチ

第3図 カム形制限スイッチ
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取り付け,運動体の･--･郁を利川L_,直接働かせる構造

のものである｡

(3′)カム形制限スイッチ

カムのl~ロ†転によって接点を開閉する構造である｡カ

ムの数を増しあるいほ組み合わせで複雑な動作を自動

的に行う場合にも使用される｡

2.2 過巻防止装置

一般i･･こ前述のネジ形あるいはカム形のTli日限スイッチを

■■

て＼

第4図 重錘形制限スイッチ使用例

第5国 重錘形過巻制限スイッチ使用例

使用し,温胴から連動して過巻防止を行う方式が採用さ

れてきたか,品兄では重錘形のものを使ってフックによ

り直接作動させるいわゆる直動形が採用されるようにな

った｡弟4図はフ､ソク付天井クレーンに応用した一例を

示す｡この形ぺの特長は動作位置の誤差を少なくできる

こと,巻胴と関連していないので,ワイヤローブを交換L

た後の位程の再調整が不要であること,および動作後の

復帰距離フ･撒まい点にある｡一方巻ド世眉の制限ができな

いので仁粕に巻下位郡を制閲する必要がある場斜こは,

前述のネジ形あるいはカム形の制限スイッチと併用せね

ばならない欠.軋1■1ある｡

次に制限スイッチにほ電磁開閉儒の振作回路を開閉す

る操作回路ノーijと,電動機回路を直接開閉する動力回路用

(直切形)とかあり,･一般には操作回路用が主として使わ

れるが,放近でこよ製鋼クレーンなどにより動作の確実な

直切形を使うこともある｡弟5図は東錘形の操作回路用

の使帽例を,第る図は 錘形の動力回路用の使用例をホ

す｡

2.3 横行安全装置

橋形クレ←ンのマン1､ロリなどのように,限られたガ

ーダ上を言け打でしかも高頻度に 転されるものでほ,そ

の減速瀾ほh､(に設けられる制限スイッチに,レバー形の

ものやローラ形のものを用いる方式でほ,高 度でスト

ライカまた!｢三ガイドレールに当るため,その衝撃により

第6同 市切形過巻制限スイッチ使用例

第7図 桃行安全装置説明図
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破損したり故障を すことが多く,十分な効果を期待で

きないばかりでなく場合によってほ逸走などの重大事故

を起す結果となる｡このため最近ではこのような制限ス

イッチによる方式を廃して絶縁トロリカ式(日立特許)が

採用されるようになった｡このカ式ほ第7図に示すよう

に･専用の操作用トロリ線を設け,その中を3区分に分

けて,中火部のみに電圧をかけ,両端ほ無電圧とし,ト

ロリホイールが小矢部より末端の方向に進行し,図のセ

クションイヤーを通過すると,無電圧となるのでリレー

が働いて逆相制動またほ回生ブレーキにより横行速度を

減速せしめる方式である｡この方式の特長は仁和こ示すよ

うに常時接触しているトロリ線と集 装置が主体となっ

ているので,接点の開閉は電気的に行われ,従来の方式

のように衝撃を受けて故障,破損することもないので,

確実で信頼性がある点である｡たとえ運転手の不注意で

制御器が全速の状態で放置されることがあっても,絶縁

トロリを通過すると自動的に減速し,柘摘引こ設けられる

制限スイッチにより制動停止し確実に逸走を防止するこ

とができる｡さらに最終端にバネまたほオイル式緩衝装

置や場合によっては傾斜レール式の緩衝装閏などが設け

られるのはいうまでもない｡

2･4 水平引込制限装置

大形水平引込クレーンでほ,ブームの引込動作の起動

停止時における荷 振れは,作
､〃左

､ を著しく低下さ

せる｡これに対して従来は運転技術によって補っていた

が,これをやめ微速 転性能のよいCFブレーキ(別項

参照)を採用して解決し,同時に半径の両極限にも利用

し安全をはかった｡すなわち制限スイッチほ前後ともに

2段動作とし,極限の手前で1段目の制限スイッチを作

動せしめ自動的にCF制御を行い,引込速度を低速にし,

2段目の制限スイッチで全制動をかける方式であるr〕

の方法により 動作のときでも全 でストソパが綴字

第8L窒1 引 込 装 置

日立評論別冊第30～J･

第9図 荷

置に衝

に ヒヒムHてし

.＼なとこるす

るせさ上向を

スムーズに引込みができ,安全

ことができる｡第8図にこの引

込装置を示す｡

2･5 過負荷防止装置

およそ機械に規定以上の 重がかかることほ好ましい

ことでほなく,その機械の寿命を短くするばかりでなく

場合によってほ大きな専政をきたす結果となる.コ :1.～

を取り扱うクレーンについても同じことがいえる｡とり

わけ 回クレーンでほ吊り上げ荷重と旋回半径との関係

によってほ転倒する危険が起る｡これらの危険をl妨止す

るため,最近では過負荷防止用荷蚕計が設けられるよう

になった｡弟9図は水平引込クレーンに設けたもので,

その荷重計を示す｡

その構造ほ舵抗線ひずみ計を利用したもので,このひ

ずみ計により荷 を検出し,それを増幅して指示計なら

びにリレーを働かせまた 国半径はポテンショメータ式

発信掛こよって電気量に変え,指示 およびリレーを働

かせる｡このリレーは2個あり,それぞれ荷重および半

径の大きさにより転倒モーメントを積算し,規定値を越

えた場斜こ接点を閉じあるいほ開いて警報の発信あるい

は 動機の停止を行うようにしたものである｡この装置

によりクレーンの過負荷および転倒を完全に防止でき,

安全に
ヒヒム日高てし

このような装置ほ

で､カ転 きる｡

にクレーンの過負荷を防止するた

めだけでなく,たとえば鋳鍋クレーンにおける鋳鍋中の

熔湯の量を知り鋳造作業に健ならしめるなどその用途ほ

多い｡第10～11図ほ最近日立製作所で

クレーンに取り付けたものである｡

2.d 対暴風設備

造工場の鋳鍋

義風によってクレーンが災告を受けた例は多い｡災害

を受けた状態ほ全体の変形,転倒,全壊などほとんど使

用に耐えない壊滅的な場合が大部分でこれら災害防止設

備および点検保!七三i･こは十分な注意が必要となる｡これら

の施設には,レールつかみ装閏やクレーン繋留のための
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鋼線

第11図 指

繋留装置があるが,最近ではさらに風速計を設け危険風

速になれば,警報を発して注意せ促す装苫をつけいっそ

う安全を期している1〕第12図ほ浪も新しいレールつかみ

装置を示したもので従 錘を位｣1Jしたネジ式を廃

し,リンクを介してバネのノ｣iこよってレールを強力に締

め付ける構造である｡ゆるめる場合はクランプアーム.ヒ

部に設けた多重シープをドラムウインチにてロ∴一ブを介

して引き寄せてゆるめる｡このレールつかみ装置の特長

は, 錘を用いたネジ形に比し構造簡叩_で全体が非常に

コンパクトになり, 摘率効 ;よい点である｡舞

13図ほ塔形水平引込クレーンの繋留装置を示したもので

第12岡 レールつかみ装匡

ある｢ゲージがせまく背丈の高い塔形クレーンでは,単に

.∴なでけだ句舟行 転倒をこよる上向荷 固定装

･;畳も必要で,囲のような特殊な繋官i装閃がつけられる｡

図の実線ほアンカが降りて固定した状態を示し,鋏線は

アンカをほずした状態を示す√- アンカの先端は槌形とな

り,上向荷窮を受けるようになっているし÷ この固定

の採川によりバランスウエイトほ小さくてす克,機体重

量を軽くすることもできた｡レールつかみ装帯や繋留装

択は, 行電動機と互鍵して,これらが作用Lていると

うになっていることはいうまでもな

い｡

2.7 そ の 他

2.7.1斜 行 防 止

ケーブルクレーンでほ主構および副塀の走行距離の

差がはなはだい､と,坊間距離が変ってローナに過大

な張力がかかり危険であるので,粕に斜行に対する

l抑止 置～が設けられる｡舞14図ほその斜行指示装苗を
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副培車輪

第14図 斜行指示装置説明図

第15国 バケット位~揖指示器

描行ドラム

ー一口

ー一口巻上トラム

景16【■司 バケット位置指ホ装置説明岡

示す∴姉エソj~ミすように各堵の走行車輸によりそれぞれ

ポテンショノータの接点を移動させ,走行距離に差が

できると~~L∈こ｢l【工差をご巨じ置巨離目盛で

距離三∈として表わす方法である(｡

に計匠電たしわ

二の電位差を利用してリレーを作動させ,それぞれ

の走行電動傾げ髄適を自動的に調盤して斜行を防止す

ることもできる=.またほかの方法として,セルシソに

よる方法もある二.

2.7.2 一計各位置指示装置

荷相羽､'′満を正確に知る必要のあるときに設けられ

るもので,たとえばケーブルクレーンなどでほバケッ

トの移動鍬郷よ非常に広く,また設置される場所が谷

間であるため,運転室から直接バケットを見て,その

位置を正確こ把梅Lつつ運転することがむつかしい｡

このたペ)操ri三デスクにバケット位置指示器を酌み込み

日立評論別冊第30号

通力操作ほもとより夜間操作も容易にできるようにす

る.｡第15､1d図はその指示希および

図に示すように

である｡

ヒげおよび横行ドラムの回転をセル

シン発信機で信号し,指示器の これらに接続

L7ニセルシン受信機で移動させ,その交点によりバケ

ットの位置を示す仕掛である｡

3.保 守 点 検

クレーンか単に 最物を運搬するだけでなく,各産業

の生産_⊥程の中に溶けこんで,ますますその重要な地位

を占めるに至り,いきおい故障の少ない,高能率のクレ

ーンが強く要求されてきた｡一刀荷役量の増大により運

転ほますます高速,過酷となり,各部の消耗,弛緩は瀕

しく,ちニ･つとした不注意からでも思いがけない支障を

きたす結果ともなりかねず,場合によっては長期の生産

停止のやむなきに至ることもある｡したがって合理的な

｡軒倹保守の
要性 調強てめ改

-{J

されてきている｡

ここに主として共通的事項をとりあげて製作者の立場

から,その運転と点検保守の要点につきその概略を述べ

保守計画の参考としたい｡

3.1運 転

クレーンが玄肺なく能 よく運転されるためには,そ

のクレーンの構造,機能,取り扱い方について十分な知

識と植得が必要であることはいうまでもないが,わかり

切りたこととしで一一般に軽視されがちなことの中に,問

題を少なくする事柄が多い｡すなわち

(1二)定められた能力以.とで使用してはいけない｡

し2二)安全装提をはずして運転してはいけない｡.

｢3〕いきなり fullload,full 転ほ避ける｡

(4ノ 逆転終了後はそのまま放置することなく,明日

への準備点検をする｡

(′二5)安全装置の作動の推認｡

などである｡｢1),(2)項については往々にして忘れら

れかちで.厳こ慎まなければならないことである.｡

3.2 点 検

点検の目的は,完全な荷役作業を支障なく行うための

ものであるから,脊那の異常の早期発見すなわち点傾と

すみやかな~1鋸｢j紆策とが肝要である｡このためにほあら

かじめ計画をたて,交換すべき部品の川意や材料の準備

など万全を期しておく必要亦烏る(｡

点検には大≠して見回り検査と定期｣検査とかあるこ 見

回り検査ほ主として ､人‖ノ行が手転 もので,少なくとも作

の前後2回は行い,給油,発熱,音響,締付部分の弛

緩,電気機揖の接触部,ブレーキ,!■】1金‡しやローブなと

の異常を点検する∴運転手に任せるだけでなく,1週間に

1回くらいほ保守担当者の見回り検査も必要である｡.定

期検査は故障および牒常の有無にかかわらず頁要部分の
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第1表 鉄槌お よ び機械部

検 要

品 の 点 検

1.韮塁と軌条 (1)レールの取付

し2)レ【ル頭部の変形と摩湖

(3)スパンと･lそ行一生

し4)高 低 差

(.5)勾 配

2.錐 購 (1)技手部の亀裂

(:2)鋏､ボルトのゆ■5み

し3〕J■甘材の曲り

(4)多-■i

3.偲 十戒..L)√､

1.ポ ル l

2.-L 頼 一芸

けり也

(:_1)温F一生上井

し2㌧墜挨の介入

1､3)油の回
り

3.二ろうこ叫ヒ接し1J温度.1二非

(2)騒

し3=密封装

†｣

由二

-1,薄
幸

5.車 輪

6.衡

(4)油

(二1〕溝の煙耗

(1)フランジの摩耗

r2)踏両の摩耗

し3_)デスクi■;【;の亀裂

り)騒 音

し2.ト射水の亀裂

】l睨またほハンマテスト

ハンマテストおよび増締
【1 氾

[用乙または発銑測定器

●

＼:

漸巾の点牧

.キ瞥またほ振軌測定
渥油の点検

構ゲージ

溝デージ

ハンマテスト

苗一晋または振動測定

(3う歯面のあたりと摩耗

し2‥ジ碑ゆる柚よび亀!/､ンマチストニ巨よび増締

し3-警イニングの摩耗l
4.机 山

1.ロ ー プ り)断糾および形くずれ

(2)摩 耗

(3)油

2.-J-プジ㍉イント(1)リンクの歴耗

し2)リンクの亀裂

3.フ ソ ク (二1)鈎㍊のm欄塵湘

〔2)釣棚の亀裂

(3)ネノ郁の亀裂

j.パケ ノト (1)哩先の摩耗

(二2~〉1フープガイドの‖湘摩耗

使 用lを1ナ

滋 冴‡･1?よ

その 他 の 幽 小

パの■ヒ問
穿ヒ軸

備 考

レールの不良ほ故障のもととなり注意を要す

レールツカミ装置との関係に注意を要す

‡サ､と他の場合は特に托.意が必要である

埋立地レつ場合ほ特に注意が必要である

J二■上立地の場合ほ時に注意が必要である

熔ぬ■引ユの亀裂,悔埴の急変刑に注意を賀す

定闇的掠~を測定がよい

任鮒力の作円ける部材に注意を要す

発統率20-30先-となれば塗替える

むものと考えておくのが安全である｡また締
■
よ
ム
‖

よくない
横1,3.12月Ⅲには全画亜な増紺が必要である

異･甘k温度上井は分催点検を要す

異常な駁一昔は分解点検を要す

睦喋,湿気の介/＼ほ頚収の原因となる

適油,過;■1:に注意

軌条の点検を要す｢第2表参照

第2プミ参†1.くi

歯の;■串がケく:十ている場合ほその利用~が他の回■鋲郁にかみこま
れて支持をきたす場合が多いので注意を要す

第2夫参≡三.r.1

ライニングの摩耗とln】じ結果となるので注意を要す
回りJLめの音.1千田にi･主意

節2一夫参:｢.ア

甘祝のほか定購勺伸びの測定

口祝および外径測定のほか延期的伸
びの測定

日 祝

日組または簡易非改姓検査

し1組またほ簡易非破壊検査

分解椚密検査

わノ‡2よ の 摩 耗

脛

ヒノチ1上]浩=二のぬ厚鉾扁吊:が原~寸の10‰■

ヒ~･ノチ廿軋【二の榔硝某誌力源寸の20%

1;｣l:任171nl

の

中
仙

ン

の

歯
そ
ピ

と聞軸奈

ブ

ブ レ ー キ

ラ イ ニ ソ グ

鋼

行行 危
:
拝

ラ イ ニ ン グ が

ボ ル ト 柑

ライニングが鋲締

10 以 下

0.3

10な越
16 ま

0.4

フ ラ ンジ】一享み

原寸の50.㌔

原~､｣`の50ア占

16～25

0.5

刀
吊
叫毅失す2要第を

節2衣参伊
江意を要す

釣合辞碑部分に素線の折損が多いので柑こ注意

.ミナノIのロープガイド附こ接する部分に特に

内琵1斥灘匿摩墨｣莞湖の原因となる

リソクの破戒ほ突灘に生じるの す要を意で
｡定基軸り伸びの

測定がよい

滑らかに修ニー宣する｣その限度はもとの断面の約5タ言

分耶のとき･iこは精密点検を要す

分解の上きほ括軋引金を要す

早耕肉盛補修が有利である.｡輝線揖度ほ約5～6Ⅰ了Im

ローイの損耗を早めるので1相川こ修整を変す

阻+也

25～40

0.6

1.2

リ ム の 肉 惇

原寸の30%

原寸の30%

庇

仕Jlいコープ径の50%

ただL肉けが原寸の50%以内

肉厚が膵寸の50%

踏 面 直 径

12Ⅰュ1nて

201111T】

鋲頭まで2nllTl残す

け)300mnlの長さの聞で靂潮の切断10%(労臥去規第362知

(2)ロープの外聞面の点線の直径が最初の65タら■まで摩耗したとき

(二3Jロー7上のt白二径が10%減少したとき
〔4)断臥悸耗により有効断面積が15%減少したとき

クンーン主斐鮎品のJ撃耗については上記を限度として使用を差し控えるロ

相互の由二径差

0.3mm

O.5nュm

フ ラ ン ジ

使用座一プ径の25%
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第3表 電気機都診断の要領

1)電 動

a)全然起動しない

b)うなるが起動し

ない

e)過熱する

(周囲温度400C

として巻線部分

許容温度上昇55

pCとする)

d)振動が山る

e)回転数が上らぬ

f)過電流継電捕

またはヒュ【ズ

が切れる

g)逆回転する

1.タミナルのゆる

みまたほはずれ

2.断 椀

3.停電またほ電圧

降下人

1.一相断線

電源回路

固定子巻触

2.周定子と回転子

接触

3.刷子接触不良

4.ブレーキがゆる

んでいない

5.負荷過大

1.使用頻度が激し

し､

2.電圧降下がはな

はだしい

3.負荷過大

4.抵抗旨旨不適正

5.周波数降下がほ

なはだしい

6.ベアリング油切

れ(軸受部分:)

1.締付ボルトのゆ

るみ

2.ベアリングの摩

耗

3.負荷機械部分の

不具合

1.一相断線

固定子回路

閏転子巻線

2.回転子と固定子

との間際不平衡

3.周波数降下がは

なはだい･

1.負荷過大

2･固定子巻線短絡

3･回転子巻線短絡

4･回転子回路短絡

5.配線短絡

n)押上概ブレーキ

a)動作が遅い
(正規ほ0.5～1

秒ノ

b)押上機過熱する

(電動機の項参

照)

C)ブレーキがゆる
まぬ

1.`電圧隆卜がはな

はだしい

2.周波数低卜▼がほ

なはだしい

3.油量不址

1.使用油が不適当

2.ブレーキ機構に

異常ある場合

3.機械的な場合

1.レバリングの部

分不具合
2 おもり位置不適
当

3.油量不足

4.押上機電動機巻
線断椀

5. ヒューズまたほ

配線断線

締め付ける

搬荷役機械特集号

d)ブレーキがきか

ぬ

Ⅲ)-.E磁ブレーキ

日立 論別冊第30弓･

1･摺動部分の摩耗

ピン回りの摩耗

ブレーキ機構に

異常ある場合

取替

取替 え

b)項参照

刷子接触,ヒューズなども

同時に調べる

ヒューズ点倹,接触不良

ヒューズ点検

巻線替え

メタル摩耗による場合取替

調整,バネガイヒの場合取替

ブレーキ機械およびブレー

キ回路点検

規定の負荷とする

電動機定格を考慮して使用

各部の接触状況を調べる

規定の負荷とする

適正なものに変える

｢分給油する

締め付ける

取替え

点検調整

刷子,抵抗器,制御器,タ

ミナル部分
点検,巻線替

メタル取替

規定の負荷とする

巻線替え

巻椒替え

抵抗器,制御器,刷子,ス

リップリングタミナル祁分

点険

電源電線,二本巾の二本を

入れ携える

≠適正値にする

適当な油に変える

異物がレバリング部分には

さまっていないか点検

おもりの位置は適正である

か,軸受,回転部分の調整

点検

適正にする

適正値にする

a〕電磁石過熱する
(電動機の項参

照)

b)ブレーキが弛ま

ぬ

C)衝撃が大きい

d)時々きかぬこと

がある

e)うなりが人きい 1.鉄心の締付けゆ

るみ

2.締付ボルトのゆ

るみ

3.冤圧降下ほなほ

だしい

n■r)抵 抗 器

a)温度｣二昇が高い
(規格は3508C)

b〕`租根が拍傷する

e)電動機回転数
上井しない

起動に円滑を欠

､こ

制御器内の火花

が灘Lい

り 制 御 器

aノ`FE動機起動Lな
い

b)火花発生放い､

(抵抗器c項参

照)

C)起動に門iう寸をクこ
く(抵抗器c項

参照)

異物が侵人していないか点

検

巻線替え

巻線番え

適正かこする

取え替

給油,調整ネジを加減する

取替

鉄心の手直し,吸着両の摺

合せ

点検調整手薄:し

鉄心吸着面に空ド盈を付ける

締め付ける

締め付ける

1.インチング運転

頻度大

2.佐川如度はなは

だ大

通風が悪いとき

[11間ノッチ運転

が長い

1.

2.

3.

タミナル部分ゆ

るみ

抵抗器億度過大

タミナル部分ゆ

るみまたははず

れたとき

抵抗器内グリッ

ド切抱

囲路のf析椋,短

絡

制限開閉器動作

過電流継電器ま

たはヒューズ動

作

配掠の断線

内部接触不良

タミナルのゆる

みまたほほずれ

たとき

加速が早すぎる

電動機過負荷

3.接触リング,フ

ィンガの荒れた

とき

4,lパ部接触不良

5.抵抗器が不適当

1.内晋15接触不良
2. タミナルのゆる

みまたははずれ

たとき

3.配線の断線

適正運転

通風を良好にする

締革)る

a)項に注意する

締め付ける

グリッド取替え

逆方向運転可能

調整,バネ劣化の場合取替え
締め付ける

適正運転

適正負荷にする

手直しおよび取替え

調整,バネ劣化の場合取巻え

正規のものに取り換える

調整,ノミネオ化の場合取替え

締め付ける



ク レ ー

ン の 保 安 と 保 守 に つ い て

d)ハンドルが重い

e)セグメントが荒
れるb)項参照

1.軸受の油切れ

2.フィンガーの調

薬不良

3.異物が混入した

とき

4.内部器具がはず

れて,はさまっ

たとき

11)ネジ形制限開閉器

給油する

適正にバネ調整

点 検

点 検

a)動作不能

b)閉路しない

1.ネジ軸の摩耗

2.バネの折損

3.締付ボルトのゆ

るみ

接点の酸化,摩

耗

バネの劣化

タミナルのゆる
み

塵疾の付着

Ⅶ)カム形制限開閉器

取替

取替

プこ

え

締め付ける

振替え

取替え

締め付ける

清掃する

1Ⅶ)レバ形制限開閉器

Ⅸ)速度形制限開閉器

叶卜項に準ずるはか

に

X)制 御 般

バネの調整不良

ピンL貞】りの錆付

リンク機種の摩
ヽ

バネ劣化の場合,坂換

え手止し

はなはだしき場合取換

a)唱磁接触器の閉
路動作不良

b)`芯敵接触継が開
かぬ

C)電磁接触器のう
なり

d〕電磁戯触錯の温

度上昇大

1.電圧降下がほな

はだしい

2.補助接点調整不

良

3.接点摩耗

4.線輪の断娘

5.碇列抵抗漸凝
6.タミナルのゆる

み

7.加速継電器不良

8.過`患胤隠載舘動

作

制限贋閉器動作

配線の断線

インターロック

ロッド破損
12.操作電源回路叔

障

1.接点の融羞

2.もどLバネの劣

化

3.ピン回りの不具

合

4.残留磁気

1.交流蜘磁

2.援作国路低圧降

下大

3.隅取組輪断線

使用願度が高す

ぎる

`一に動機の過負荷

操作電源電圧過

大

坂巻え

椒替えまたは巻線替え

取替えまたは巻轍昏え

締め何■ける

点検調整

過負荷の原因を調査

手直しまたほ取替え

取梓え

取梓え

空隙を調整する

ある程度ほやむ■を得ない

修理する

適正運転する

規定の色情とする

e)`一正磁接触器の火
花が激しい

1.電動機過負荷

2.もどしバネの劣

化

3.加速が早すぎる

(加速継′電器調

整不良)

4.補助接点摩耗

5. アークーヒバレー

タ破損

適正負荷とする

取 替え

適正運転および調整

取替え

修丹皇またほ交換

ⅩⅠ)集 電 装†旨:

a)火花が激しい

c〕碍子の破損

d)接触圧力低下

1.接触圧力ント足

2.過大電流

3.ピン回りの摩耗

4.トロリ娘架設不

良

5,ホイルの摩耗

1.使用頻度過大

(機械的摩耗)

1.トロリ緑架設不

良

2 ホイルの脱線

1.トロリ練架設不

良

2.バネの劣化

3.リンク機構不具

合

適止に調整する

取替え

正しく架録する｡摩耗大な

るときは振り替える

取替え

適正運転

曲りはなはだしい場合手直

し

適正架線

取替え

手直し

第4表`--E気部分の使用限度

使 r日 限 度 備 考

動 機

C･カーボンブラシ

し)スリ･ノブリング

0軸受

スペリ軸受

ころがり軸受

0絶縁抵抗

2.tE磁ブレーキ

⊂)ライニング

⊂)絶縁抵抗

Cノ享 命

3.可逆制御貴誌

し〕セグメント

(⊃フィンガーチッ

プ

○絶縁抵抗

`一E磁接触器
(交流)

0接触子

〔〕ワイビングバネ

ロワイナ､J■子去

C･鉄心

原~､j一の約50%

残りの甘みが3～4

mmまで｡

最初のエヤギヤップ

の70%になったとき

破 損

0.5Mノン以~Fになった

とき

原~｣一の約50%

1Mイブ以1こになっ釆二と

き

約100万回

先端が使用ノッチ上

でフィンガーと完全

に接触を保つことが

できなくなるまで,

大体原寸の%

外周が直径で約5

皿m磨耗したとき
0.5M良.以下になっ

たとき

阻~il-の約50%

貼付いたり損傷Lた

とき

表面が著しく荒れた場合は

なめらかにLて,全面が一

様に接触するようにする｡

またカーボンダストの消掃

に注意｡

JEM

佐川場所および状態,保守

iこよりかなり変る

銅粉什薪を除去する

接触面の荒れ万が不規則で

凹凸が激L-いときは細目ヤ

スリですり合わせる｡

回路の受精遮断のおそれあ

り注庶

接触圧力は規定値に調整を

要する

2mm

接肴而ほ満~浄な接触を操つ

よう堀除する
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5.抵抗器絶縁抵抗

6.サーボリ7クー

(⊃ロッドパッキン

(｢■油

0.5M良.以~Fになっ

たとき

約30万回

搬荷役機械特集

塵挨の多いところではこの

約招くらいになる

年1～2国交換を要す

第5表 潤 滑 油 例

信 用 場ギヤボックス

ウオームギヤボックス

ギヤ〔房州〕

ころがり軸受

す/ヾり軸受

所

ビン,リンク部

スクリューリミットぶよぴね

じ軒

250#デイゼルエンジン油

600Wガーゴイルシリンダーオイル相当品

250‡ギャグリース

250# ファイバーグリース

250# カノブグリース

30#モビ【ル抽

120#マシン油

30#モビ｢ル油

注:ファ一パル給油のときほ桐度300‡以卜のものほ不適

分解検査を行うもので,見回り検査でほみつけることの

できない不良部分が発見される｡使用頻度や作 鼠に応

じてこの期間を定めねばならないが,少なくとも1年に

1回は行う必要があろう.｡支障部分ほ完全に修理し,次

回の定期検査まで十分安心できるものでなけれは鬼らな

いことはいうまでもない｡

点検に際して特に注意すべき要点や,修繕の目安とな

る消耗部分の摩耗限度宣つき,主として共通的部分をと

りあげ舞1～4表にあげた｡.

Rよ評.論別†r什第30号

3.3 潤

第19Ⅰ軍1通 ㍍ 言己録 計

滑

潤附が機械の機能を十分に発揮する上に,きわめて重

要なことはいまさらいうまでもない｡適切な泊を正しく

適量与えることが必要で,かくして初めて高度の機能が

成される_.しか~L油の選定ほ往々にして誤りやすく油

の不適による支障を聞くことが多い.｡その機械の条件に

より一概にほいえないが,･つの目安としてクレーンの

潤滑油の例をあげた二.

3.4 記 録

記録は合刊的な保守計画設憩こ欠くことのできない重

要なものである｡運転の記録や,保守点

車 検

¥≒上モータ締付かレトむ.ト三`′~′ク

い
よ
ル
ト
十
り
ト
の
抒
‡

i/!//イ/

ト竃
ノカニカル･キー】巨▲)地金ナリト

_∠ヱ史上しト

スリ､ノブり:/ブイ∴二 ■フ■ヤシ

ラナ
′てフィンガ接穂lミ汗こ

引i ぢ

/レ://ノ/レレ/ン
l 1

1rll

l

l1-1
1】

ロココニ

▼･~■~~｢

ll lト

Il

コユニニ⊂二こ｢

l

註=.･.用後郎‡のないものここにFl】 悸理な変するものには△印 手打惨剋を行ったものにほ王仰を記ノける}
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枚,故障の記蘭ほ将来の設備拡充や,改

÷
▲
∩良 の画 英資料ともなるので,面倒で

も詳細に記録しておく必要がある｡弟17

､18図は∴'､(検およ
ーL

‖転運､ひ の一例で

ある二 参考までにあげた｡

最近ではクレーンの替動作の頻度を調

べる目的から,積算計を行動作と組み合

せ自動的にこデ己録させる装~躍が考えられて

いる-､第19図ほその--･例で,最近月立

製作所で設置したもので通電時間,走行,

横行,巻L回数などが同時に言己録できる

ものである_,

これらの.記録は保′ごJ:や設計上の重要な

入港日
入港吃水
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榊紆時間=†ii書悶妬から作業終了時までの休研手間(昼食など)を除外したもので･奨励時間･ Sh:1時間あたりの/ごケ･ノト回数
クレーンおよびスクッカの故障時問.紛移動時問.作業中の手入点検時聞.舶用已⊥

ム外L待ち時間t ベルト起動待ち時限胎内職種入れ〔ilし時間を含む｡
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ク レ
ー

ン の 保 安 と 保 守 に つ い て

賃料となり,クレーンの進歩改動こきわめて右∵勧なもの

として賞用されるものとイ声音ずる｡

4.結

以__卜保守,保安について,その【~‡はと,主として最ほ

の帆頒･ニついてその 略を述べた.二.もとよりこれらは,

特許舞244762号

特 許 の

制 動

一般に交流電動機を使用する巻上機の制動装置購Ⅹ一
Y祝(第3図参照)で示すような制動特性を有し,その

線上のP･Q閉が制動力の調整に常用されていてこのlヰニ

問でほ微細操作を必要とするが,これに対応するストロ

ークPRが短いため制動プJの調整には非常な苦心を要す
るほかりでなく,完全制動時および制動釈放時などもば

く然としていてはなはだ不明確である欠点がある｡

この発明はその欠点を除くた動こ,調.1王弁のピストン

弁の-左右両伸こ圧気力およびノミネカをそれぞれ作用させ

て,作動初期の終りごろに急激に圧ノノがと昇し,以後日三
力は湘次上昇L最終期に再び急増す

(第2図参船)を発揮させるようにL,

匂

ノご

ような制動暦伯

の特性せ有する

調匠弁とネガティプブレーキとを組亡友子けフせて前記調旺

弁培性に対応するような制動力特性を一発挿させるように

したものである｡

いま,調圧バネ受別の右端両Aが調整棒支持都の左端

面Aoと接着する位置にあるとすれは圧力P-Jほ零で,こ

の場合にほロッド6l,の先端BはストッバCに接触し,

この状態でピストン弁6…しはロッド6し､を介して調整俸6し】

により右~〃向に引き山されている:

上記位置から調口三ノミネ受郎のホ端折Aが左プア向iこ移々~f

LてAl位牒封こくると初めてal点で~′JさすJモカを生じ,こ

岡l伯耶

一一人製作者のムによってなされるものではなく,使用者

側の積極的なl威力をまって初めて達成される｡.両者の密

接な連絡と研究が必要であろう｡この拙文かなんらかの

参考となり,少しでも前進させることができれば,まこ

とに望外の喜びである′〕

紹 介

装 置

渡 部

の位置からロッド6t,の先端BとストッパCとは離れて

調圧バネ6--の力がピストン弁6をtに伝わりはじめ,前記

端面Aの移行に伴っ 調圧バネ6t･の力はその移行距離

に正比例して増加する｡これがためal点からaIl点まで

の間では圧力P-､はストローク S に正比例して増加す

る｡そして調川三/くネ受郎の左端画DとストリバCとが

接触L,ビストン弁6～⊥が調整棒6し1に直接押されて左方

向に移行する最終期のa-､点では,.しt三女もの圧力P-･がその

ままピストン斜･こ作用するからJlニプJPl-,は急増してPl･と

なる｡

この発明は,上述した制動特性を有する調止弁をネガ

ティブブレーキと組み合わせて,ブレーキのピストン3

に働く忙力Pl)を調節して制動力を調整し制動曲線ⅩK

LMNYで示すような制動特性を発揮させるようにした

から,その徴紳調整区間LMに対応するストロークLT

ほ従来のもののストロークPRより大となるため,それ

だけ制動力の徴那調整を容易に行うことができ,また制

動終期には制動力の急激な増加で完全制動をなしうるほ

かりでなく,制動解除時には反側動力を働かせて解除を

いっそう容鋸こし,きわめて理想的な制動操作を行うこ

とができる効月さがある｡ (野木･り
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